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半世紀前にアフガニスタンで採取され横浜市大木原生物学研究所(横浜市戸塚区)

に保存されていた小麦の、里帰りい事業が着実に進んでいる。戦乱と干ばつで大打

撃を受けたアフガニスタンの小麦生産を再建しようと始まった試み。干ばつなどに

強い系統(品種)の選抜、開発をほぼ終え、世界の脅威となっている新型の病気に

抵抗で、きる系統が見つかる成果もあったO 留学生の人材育成も行われ、アフガニス

タンに新たな研究部門を設ける構想も持ち上がっている。(熊谷和夫)

横浜市大木原生物学研究所の坂教授

。
木
原
生
物
学
研
究
所
「
ゲ
ノ
ム
説
」
の
提
唱
、
普
通
小
麦
(
パ
ン
コ
ム
ギ
)
の
祖
先
の

発
見
、
タ
ネ
ナ
シ
ス
イ
カ
の
作
出
な
ど
高
等
植
物
の
遺
伝
学
・
進
化
学
の
研
究
で
世
界
的
業
績

を
残
し
た
木
原
均
京
大
名
誉
教
授

(
1
8
9
3
1
1
9
8
6
)
が
1
9
4
2年
に
京
都
で
設
立
。

日
年
に
横
浜
市
南
区
に
移
設
。
例
年
に
は
横
浜
市
に
移
管
さ
れ
、
横
浜
市
大
の
付
置
研
究
所
と

し
て
最
先
端
の
植
物
学
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
所
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
在
来
小
麦
を
含

め
世
界
約
6
0
0
0系
統
の
小
麦
の
遺
伝
資
源
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

アフガニスタン在来小麦の栽培結果を調べる坂智
広教授(左端)ら

=2013年 6月、アフガニスタン・カブール近郊

か
つ
て
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
小
麦

は
自
給
し
、
果
物
を
輸
出
す
る
農
業
立

国
だ
っ
た
。
戦
乱
に
よ
り
濯
概
施
設
、

農
業
関
連
人
材
の
多
く
が
失
わ
れ
、
気

候
変
動
に
よ
る
干
ば
つ
が
追
い
打
ち
を

か
け
た
。
小
麦
農
家
は
収
穫
を
失
っ
て

難
民
に
な
っ
た
り
、
現
金
収
入
を
求
め

国
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A
)
な
ど

の
「
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技

術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
S
A
T
R
E
P

S
)
」
に
採
用
さ
れ
、
坂
研
究
室
を
中

心
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
農
業
濯
概
牧
畜

省
な
ど
国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
、

2

0
1
1年
度
か
ら
5
カ
年
計
画
で
事
業

を
進
め
て
い
る
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
小
麦
原
産
地

の
東
地
域
に
位
置
し
、
交
通
の
十
字
路

だ
っ
た
。
古
い
系
統
の
小
麦
が
残
っ
て

お
り
、
遺
伝
子
の
宝
庫
」
と
坂
教
授
。

研
究
所
の
試
験
場
で
こ
の
4
8
1系
統

の
種
を
ま
き
、
収
穫
し
た
種
子
の
中
か

ら
3
3
2系
統
を
選
び
日
年
度
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
l
ル
近
郊
で

栽
培
を
始
め
た
。
戦
乱
で
危
険
が
あ
っ

た
た
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
同
様
に

寒
冷
で
乾
燥
し
た
ト
ル
コ
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
へ
の
抵
抗
性
も
調
べ
る
た
め

メ
キ
シ
コ
で
も
栽
培
を
進
め
た
。

年
度
ご
と
に
系
統
を
選
抜
、
環
境
の

異
な
る
栽
培
場
所
も
増
や
し
て
い
っ

抜
、
開
発
し
た
。
坂
教
授
は
「
こ
の
却

系
統
が
基
本
の
コ
ア
(
中
核
)
セ
ッ
ト
。

日
年
度
は
こ
の
印
系
統
に
つ
い
て
、
水

の
量
を
変
え
て
収
量
な
ど
を
調
査
す

る
。
こ
の
印
系
統
は
、
同
じ
よ
う
な
世

界
中
の
環
境
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
手
応
え
を
み
せ
る
。
最
終
年
度
を
前

に
目
標
が
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
家
に
は
コ
ア

セ
ッ
ト
の
中
か
ら
地
域
の
特
性
に
合
っ

た
十
数
種
の
系
統
を
組
み
合
わ
せ
栽
培

し
て
も
ら
う
。
一
部
の
エ
リ
ー
ト
品
種

だ
け
を
栽
培
す
る
と
病
気
や
気
候
条
件

で
全
滅
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。
複
数

の
系
統
を
セ
ッ
ト
で
植
え
る
こ
と
は

「
最
悪
の
状
況
で
も
一
定
の
収
穫
を
確

保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
坂
教

授
は
語
る
。

事
業
で
は
派
生
的
な
成
果
も
生
ま
れ

た。

1
9
9
9年
に
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ

ン
ダ
で
新
型
の
小
麦
さ
び
病
菌
が
発
生

し
た
が
、
既
存
の
小
麦
の
約
9
割
に
は

抵
抗
性
が
な
い
。
世
界
の
小
麦
生
産
を

古
里
や
世
界
豊
か
に

ケ
シ
栽
培
に
走
っ
た
り
す
る
ケ
l
ス
も

生
じ
て
い
る
。

木
原
生
物
学
研
究
所
の
坂
智
広
教
授

(臼
)
H植
物
遺
伝
育
種
学
H
が
着
目
し

た
の
が
、
研
究
所
創
設
者
で
遺
伝
学
者

の
故
木
原
均
博
士
が
1
9
5
5年
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
採
取
し
て
い
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
在
来
小
麦
の
種
子
だ
。
も

と
も
と
現
地
で
生
き
抜
く
力
を
持
っ
て

い
る
系
統
か
ら
、
乾
燥
、
病
気
、
ア
ル

カ
リ
性
土
壌
に
よ
り
強
い
系
統
を
選
び

出
し
て
品
種
改
良
し
、
半
世
紀
ぶ
り
に

古
里
の
地
で
豊
か
に
実
ら
せ
よ
う
と
考

え
た
。

た
o
H年
度
は
、
乾
燥
の
激
し
い
西
部

ヘ
ラ
l
ト
か
ら
比
較
的
湿
潤
温
暖
な
東

部
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
l
ド
ま
で
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
6
カ
所
、
ト
ル
コ

3
カ
所
、
メ
キ

シ
コ

3
カ
所
の
計
ロ
カ
所
で
栽
培
。
種

子
は
毎
年
、
研
究
所
に
持
ち
帰
り
、
坂

教
授
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
留
学

生
ら
が
遺
伝
子
解
析
を
進
め
る
と
と
も

に
、
根
の
伸
び
方
な
ど
各
種
実
験
を
繰

り
返
し
た
。

凶
年
度
の
収
穫
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
、
近
代
品
種
と
掛
け
合
わ
せ
た
系
統

を
含
め
、
乾
燥
に
強
い
釘
系
統
、
病
気

に
強
い
幻
系
統
な
ど
計
却
系
統
を
選

壊
滅
さ
せ
か
ね
な
い
脅
威
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
病
気
に
強
い
ロ
系
統
を
ケ
ニ
ア

で
栽
培
す
る
と
、

7
系
統
が
抵
抗
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
遺
伝

的
な
多
様
性
を
持
つ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

在
来
小
麦
は
、
世
界
を
救
う
潜
在
力
を

持
っ
て
い
た
。

坂
教
授
は
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
在
来

小
麦
は
世
界
の
小
麦
の
品
種
改
良
に
大

き
な
役
割
を
果
た
せ
る
。
日
本
の
科
学

技
術
と
援
助
相
手
国
と
の
共
同
研
究
に

よ
っ
て
、
世
界
的
な
問
題
の
解
決
に
も

役
立
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と
事
業
の
成

果
を
語
る
。

坂
教
授
の
研
究
室
で
は
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
農
業
濯
慨
牧
畜
省
か
ら
7
人
、
カ
ブ
l
ル
大
か
ら

1
人
が
派
遣
さ
れ
て
研
究
に
携
わ
り
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
う
ち
同
省
の
3
人
は
帰
国
し
活

躍
中
。
人
材
育
成
も
事
業
の
大
き
な
目
的
だ
。

同
省
か
ら
派
遣
さ
れ
、
横
浜
市
大
大
学
院
修
士
2

年
の
ア
フ
マ
デ
ィ
・
サ
イ
エ
ド
・
ハ
シ
ブ
ラ
ー
さ
ん

も
割
(
叩
)
は
根
の
構
造
や
特
徴
が
研
究
課
題
。
土
を
詰
め

成
役
た
畏
い
パ
イ
プ
で
小
麦
を
育
て
、
地
下
水
位
を
変
え

育
な
な
が
ら
根
の
伸
男
を
調
べ
て
い
る
。
乾
燥
に
強
い

材
要
系
統
は
水
を
求
め
深
さ
2
Mま
で
根
を
伸
ば
す
こ
と

人
重
が
分
か
り
、
「
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
た
o

農
家
に

早
く
伝
え
た
い
」
と
意
気
込
む
。
開
発
し
た

ω系
統

L
L
L
は
「
市
場
な
ど
民
間
ル
l
ト
も
通
じ
て
か
な
り
早
く

F
人
一
普
及
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
る
。

4
z
l

同
じ
く
同
省
派
遣
で
同
修
士
2
年
の
ア
ハ
マ
ド
・

占

ι
一
司
マ
ス
l
ド
・
マ
ク
ソ
デ
ィ
さ
ん
(
お
)
は
最
先
端
の
遺

U
1
伝
子
解
析
を
行
っ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
在
来

五
E
小
麦
の
各
系
統
の
遺
伝
子
の
特
徴
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

』

1

l
で
解
析
し
、
収
量
が
多
く
な
る
遺
伝
子
パ
タ
ー
ン

，
(
ノ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
「
と
て
も
達
成

」
コ
感
が
あ
る
」
と
笑
顔
を
み
せ
た
。

乞
ぺ
事
業
は
「
今
後
の
日
年
、
初
年
の
基
盤
を
つ
く
る

且
ヘ
ぬ
こ
と
が
で
き
た
」
と
坂
教
授
。
し
か
し
、
最
終
的
な

uww
目
標
で
あ
る
小
麦
生
産
の
再
建
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

伊
、
ン
の
平
和
の
実
現
と
同
国
関
係
者
の
取
り
組
み
に
か

、

か

る

。

AAI九
重
要
な
課
題
の
一
つ
が
、
遺
伝
資
源
の
保
存
、
さ

t
E
B
ら
な
る
品
種
改
良
、
農
家
へ
の
普
及
や
人
材
育
成
な

i

d

ど
を
担
う
研
究
部
門
の
構
築
だ
。
留
学
生
ら
の
帰
国

後
の
活
動
拠
点
に
も
な
る
。
坂
教
授
は
「
こ
の
事
業

を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
が
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
ほ

し
い
。
遺
伝
子
銀
行
の
機
能
を
持
つ
研
究
所
を
設
置

す
る
よ
う
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
な
ど
に
働
き
掛
け

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
農
民
が
安
心
し
て

小
麦
を
栽
培
で
き
る
よ
う
平
和
が
実
現
し
て
ほ
し

い
」
と
語
る
。

ファクス二045(227) 0153二か、電子メール二houdo@

kanagawa -np. CO. jp=で、神奈川新聞報道部まで。ご感想をお寄せください・• I論説・特報」へのご意見、

アフガニスタン在来小麦の
根の成長具合を分析する堀
智 広教授( 左から 2人目)
とアフガニスタン人留学生

=木原生物学研究所


